2026年度 学校関係者評価会議


1. 学校関係者評価の概要
1）目的
①卒業生、関係業界、保護者・地域住民などの学校関係者が、健和看護学院の自己点検・評価結果を
評価することで、自己評価結果の客観性・透明性を高める。
②学校関係者から、学校運営・教育活動の現状における課題について助言を得ることで、学校運
営の継続的な改善を図る。

　　 2）基本方針（以下4点について評価を実施する）
· 自己点検・評価報告書を基に自己評価の結果の内容が適切かどうか
· 自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策が適切かどうか
· 重点的に取り組むことが必要な目標や計画、評価項目等が適切かどうか
· 学校運営の改善に向けた取組が適切かどうか
　
2. 学校関係者評価委員会 名簿（敬称略）
八木　和也　　　　　公益財団法人健和会　本部人事部長
三ケ田　まゆみ　　　公益財団法人健和会　大手町リハビリテーション病院　副看護部長
　　　　　　 　荒川　優子　　　　　地域住民　代表
　　  牧山　マリ　　　　　保護者　代表

3. 開催日　2026年6月4日（木）18：00～　19：00

4. 学校関係者評価委員会報告
	項　目（3.0満点）
	評価・意見

	Ⅰ　教育理念・教育目的
自己評価：3.0
＜24年度3.0＞
	〇　教育理念・教育目的は設置法人の設立の趣旨に沿って、人々の生きる権利を守り、患者の立場に立った親切で良い医療の実現と発展に寄与できる看護師を養成することが盛り込まれた内容になっています。
〇　卒業時アンケート内でディプロマポリシーの到達状況を評価するだけでなく、１、2年生には到達目標の自己評価を実施し、「良くできた」「できた」と到達度の高い評価を得ており、全学年を通じて学生の学習指針になっていると思います。

	Ⅱ　教育目標
自己評価：3.0
＜24年度3.0＞
	〇　教育理念に基づき、教育目的、3つのポリシー、学年別到達目標が設定されており、入学前から卒業までの目標が具体的で分かりやすいと思います。

	Ⅲ　教育課程経営
自己評価：2.8
＜24年度2.8＞
	〇　臨地実習先の指導者に対して、合同指導者会議や実習指導者会議を通じて実習状況や学生状況を共有するだけでなく、法人外の実習先にも学院の教育理念・目的・ディプロマポリシーを説明し実習指導にあたってもらっていることが分かりました。

	Ⅳ　教授・学習・評価過程
自己評価：3.0
＜24年度3.0＞
	〇　新1年生の保護者の意見としては、楽しく学生生活を送れているようで安心しました。元々看護師を目指していたわけではなかったけれど、授業のおかげで看護師の仕事に興味を持ち始めたようで、家庭でもよく話をします。患者さんのこと、人のこと、思いやりを育んでいくことが大切だと思うし、家庭でもフォローしていきたいと思います。
〇　なりたい看護師像を作れる学びについて、教育側としては、無差別平等の医療・介護に関する事例や投稿記事、在宅や緩和ケアの動画を用いて授業を行いながら、看護師って素晴らしいという話をいつもしている。また北九州市が医療・介護・育児においてとても住みやすい地域であることを話すことで地元愛も育んでいるという回答があり、大いに期待しています。

	Ⅴ　経営・管理課程
自己評価：2.9
＜24年度2.9＞
	〇　安定した経営を行うためにも学生確保は重要です。オープンキャンパスにて受験生を確保することが課題ですが、実際に参加した学生は、先生が優しい、先輩との実際の会話（相談）が参考になるなどの好印象を持っているので、心に響いていると思います。
〇　広報活動として学院の存在を広く知ってもらうために看板の設置を予定しているとのこと。これからの集客にはSNSの活用が必要不可欠です。是非積極的に取り入れてください。

	Ⅵ　入学
自己評価：3.0
＜24年度3.0＞
	· 少子化に加え看護師になりたいと思う人が減少しています。昔に比べ看護師の賃金は決して高いとは言えず、職種の選択の幅も広がっているので看護師が選ばれない時代になっています。看護師の魅力を低年齢層の早い時期から伝えていく取り組みが必要です。

	Ⅶ　卒業・就業・進学
自己評価：2.6
＜24年度2.8＞
	〇　学生確保は今後の法人の運営にも関わってくるので、最大の課題です。3年後、4年後を見据えて、看護師として社会に貢献できる人材を育ててください。
〇　卒業時アンケートを見ると、先生方に対する感謝の気持ちが変わらなくて素晴らしいと思います。

	Ⅷ　地域社会 / 国際交流
自己評価：2.5
＜24年度2.6＞
	〇　オープンキャンパスや大手町の健康まつり等は今後も積極的に行っていきながら、地域との繋がりを大切にしてもらいたいです。
〇　看護学生受験者減少に伴い、海外からの学生受け入れについては、今後の検討項目ですね。

	Ⅸ　研究
自己評価：1.0
＜24年度1.3＞
	〇　今年度も研修会参加は9件に留まっています。体制が厳しく十分な時間を確保することが難しいかもしれませんが、特に専門領域においては最近の知見を得ることは重要なので、積極的な研修・研究活動を望みます。オンデマンドなどで配信されているものもあるので工夫してみてください。
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